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ミニスロープでスキー学習
舎主きは例年になく眼力く、 q月

申旬になっても町内のスキー溺は

まったくの雪不足、市街地の今金

小学校でもこれといっ定スキー楊

ガ学絞周辺にないため、包年、枝

庭の雪を集めてミニスロープをつ

くるガ、このほどようやく絞庭と

山闘の傾斜ガ完成。待ちわびた子

どもたちは rこれからはスキー学

習ガできる』とさっそく地肌の見

えるスロ プで元気いっぱい初滑

り。みなさんも畏いさの生活を歩

くスキーなどで楽しく身体をき定

えてみてはいかガでしょうか。
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一
般
会
計

一
十
七
億
五
千
万
円
に

第
四
固
定
剛
町
輔
套
は
士
一
月
十
九
・
二
十
日
の
-
百
間
関

か
れ
、
乳
幼
児
医
療
費
の
悶
成
条
例
の

一
部
改
正
、
一
般
会
計

補
庄
事
鼻
な
ど
厳
寒
十
一
件
を
審
鰻
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
き
し

た
。
ま
た
、
決
算
特
別
委
員
会
に
開
院
さ
れ
て
い
た
五
士

一年
度
受
書
歳
入

歳
出
決
算
ガ
扇
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
こ
と
は
決
の
と
お
り
で
す
。

。
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千
五
百
八
十

一
万

一
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

は
二
十
七
億
五
千
百
三
十
四
万
三
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
水
田
利
用

再
編
成
推
進
特
別
交
付
金
に
四
千
百
三

十
七
万
八
千
円
、
財
政
側
繋
基
金
積
立

金
一
千
五
十
二
万
九
千
問
、
白
石
寿
町

家
排
水
工
事
費
六
十

一
方
向
、
温
度
心

身
苦
障
者
、
母
千
家
庭
、
乳

幼
児
の
医
療
扶
助
費
に
百
六

十
八
万
一
千
円
、
在
宅
当
番

医
制
運
営
事
業
補
助
二
百
二

十
四
万

一
千
円
、
北
部
槍
山

衛
生
セ
ン
タ
組
合
負
担
金

百
六
万
六
千
円
、
季
節
労
働

者
就
労
対
策
賃
金
百
五
十
七

万
五
千
問
、
町
民
セ
ン
タ
ー

備
品
ピ
ア
ノ
、
図
位
購
入
賞

百
五
万
円
、
温
泉
ポ
リ
ン

グ
事
業
費
七
十
五
万
六
千
円
、

乳
幼
児
の
入
院
医
療
費

一

助
成
は
一
月
か
ら
六
歳
未

一

滴
由
子
ど
も
が
対
象
で
す
。

土地の売買は届け出を

山林などは 1万平方メートル以上

国土利用計法で議議づけ

近
年
、
土
地
が
投
機
内
対
象
と
な
り
、

地
価
向
上
昇
、
自
然
環
境
内
破
壊
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
私
た
ち
の
生
活
町

中
に
波
及
し
て
い
ま
す
.

な
か
で
も
地
価
の
上
昇
は
土
地
内
入

手
難
を
も
た
ら
す
な
ど
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
.

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

「
国
土
利
用
計
画
法
」
が
昭
和
四
十
九

年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
最
近
無
届
け
取
引
で
樹
せ

ら
れ
て
い
る
例
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

国
土
利
用
計
画
法
は
、
定
め
ら
れ
た

広
き
以
上
の
土
地
内
売
口
な
ど
の
契
約

(
予
約
ま
た
は
代
金
を
払
っ
て
使
っ
た

』

り
借
り
る
と
き
も
閉
じ
)
を
す
る
と
き

は
、
売
る
入
、
も
原
つ
人

(貸
借
す
る
人

も
同
じ
)
も
土
地
の
売
買
な
ど
の
予
定

価
格
や
利
用
目
的
多
醤
い
た
届
出
舎
を

市
町
村
長
を
過
し
て
道
知
事
に
出
す
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

-
届
け
出
が
必
要
な
取
引

マ
都
市
計
画
区
域
内
で
は
五
千
平
方
訂

以
上
の
面
積
を
売
口
す
る
と
き
。

マ
そ
の
他
の
区
域
は

一
万
手
方

μ
以
上

的
面
積
を
売
買
す
る
と
き
。

⑧
た
だ
し
、
宅
地
多
数
の
人
に
分
組
問

す
る
場
合
の
よ
う
に
、

一
つ
一
つ
の

取
引
は
届
け
出
を
必
妥
と
す
る
而
械

に
み
た
な
い
場
合
で
も
、
ま
と
め
る

と
こ
の
基
準
面
積
に
当
て
は
ま
る
よ

う
な
と
き
は
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

-
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

マ
先
口
な
ど
の
契
約
を
す
る
前
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
a
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御
園
町
道
補
装
補
修
工
事
費
に
六
十
万

円
、
橋
(
御
影
)
地
質
調
査
、
設
計
委

託
料
に
百
七
十
万
問
、
第
二
幹
線
排
水

工
事
ほ
か
百
八
十

一
万
円
、
給
食
セ
ン

タ
ー
備
品
購
入
費
二
百
+
九
万
三
千
円

を
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
林

施
設
災
害
復
旧
費

一
千
五
百
二
十
三
万

六
千
円
な
ど
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
L
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金

五
千
二
百
十
二
万
九
千
円
、
地
方
交
付

ノ

医
療
費
助
成
が
拡
大

。
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

乳
幼
児
向
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は

従
来
、

一二
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
入
院

・
通
院
質
的
自
己
負
担
分
を
全

額
助
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
新
た

に
三
歳
か
ら
六
歳
未
満
ま
で
の
お
子
さ

ん
に
つ
い
て
は
入
院
(
歯
科
を
除
く
)

的
場
合
に
限
り
、
一
月
一
日
か
ら
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
町

内
で
は
三
百
八
十
二
人
が
対
象
と
な
る

見
込
み
で
す
。

d
母
子
家
庭
等
の
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

-
届
け
出
を
必
要
と
し
主
い
取
引

マ
国
や
地
方
公
共
団
体
、
土
地
開
発
公

社
な
ど
と
取
引
す
る
場
合

マ
造
成
宅
地
内
分
捜
に
つ
い
て
は
、
分

峨
業
者
が
「
事
前
確
認
」
を
受
け
れ

ば‘

一
般
購
入
者
の
凪
け
出
は
免
除

さ
れ
ま
す
.

7
農
地
法
第
三
条
町
許
可
を
受
け
て
行

う
土
地
の
取
り
引
き
。

-
屈
付
出
が
な
さ
れ
た
場
合
に
ど
の
よ

う
な
審
査
・
決
定
を
受
け
る
か

守
先
日
を
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
利
用

目
的
と
地
価
に
つ
い
て
審
査
し
、
六

週
間
以
内
に
附
可
・
不
許
可
な
ど
の

通
知
を
し
ま
す
か
ら
、
こ
の
期
間
は

届
け
出
に
か
か
る
契
約
を
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
取
り
引
き
が
不
適
当
で
あ
れ
ば
中
止

な
ど
の
勧
告
走
行
い
‘
勧
告
に
従
わ

な
い
と
き
に
は
氏
名
の
公
表
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

/ 
農安
林藤
大・
臣 岡
か本
らさ
褒 ん
賞に

早
的
に
後
継
者
へ
経
営
権
を
吸
っ
た

農
民
を
表
彰
す
る
老
愉
州
民
業
経
営
移
烈

促
進
事
業
町
農
林
大
臣
褒
賞
伝
達
式
が

十
二
月
二
十
九
日
、
役
場
応
接
室
で
行

わ
れ
、
河
端
町
長
か
ら
二
農
家
へ
感
謝

状
と
銀
盃
、
記
念
日
川
(
置
時
計
)
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
安

藤
幻
到
さ
ん

(凶
歳
・
神
丘
)
と
岡
本

税
四
千
二
百
八
十
三
万
五
千
円
、
町
税

一
千
四
百
三
十
五
万
八
千
円
な
ど
が
見

、
会
員
、
路
収
入

(災
害
国
庫
負
担
金

過
年
度
収
入
)
三
千
九
百
七
十
九
万
四

千
問
、
町
俄
二
千
二
百
五
十
万
同
な
ど

が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

。
特
別
会
計
補
正
予
算

国
保
会
計
事
業
勘
定
で
は
、
助
産
葬

祭
給
付
山
口
な
ど
に
八
十
九
万
二
千
円
が

追
加
さ
れ
、
予
算
総
棋
は
四
億
九
千
三

十

一
万
七
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

国
保
会
計
地
語
勘
定
で
は
‘
薬
品
材

料
費
な
ど
の
病
院
手
業
費
用
に
一
億
二

千
二
百
八
十
一
万
三
千
円
が
追
加
さ
れ
、

収
益
的
支
出
総
額
は
六
億
二
千
百
九
十

万
四
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

母
子
家
M
止
ま
た
は
肉
親
の
い
な
い
家

庭
内
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
対
象

に
入
院
費
に
限

っ
て
助
成
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
そ
の
内
容
を
児
童
町
通
院

費

(
歯
科
を
含
む
)
及
び
母
親
内
入
院

山
口
に
つ
い
て
も

一
月

一
日
か
ら
助
成
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
.

。
町
道
の
路
線
認
定
及
び
廃
止

住
吉
一
号
築
堤
(
千
六
百
六
十
八
日
川)

住
吉
二
号
築
堤
(
六
百
幻
)
回
代
築
堤

(
三
干

μ)
鈴
金
築
堤
(
千
六
百
五
十

U
)
下
ハ
カ
イ
築
堤
(
五
百
四
十
六
幻
)

今
金
築
堤

(
干
十
四
幻
)
今
金
銭
提
支

似

(
三
百
五
十
日
川
)
の
七
路
線
が
新
た

に
町
巡
に
認
定
さ
れ
、
イ
マ
ヌ
エ
ル
線

四

一

J
が
道
々
昇
格
に
よ
り
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

-
届
け
出
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
罰
則
を
受
け
ま
す

マ
届
け
出
を
し
な
い
で
土
地
売
買
な
ど

の
契
約
を
し
た
と
き
、
ま
た
は
、
虚

偽

(う
そ
・
い
つ
わ
り
)
町
四
け
出

を
し
た
と
き
l
六
ヵ
月
以
下
町
懲
役

ま
た
は
三
十
方
向
以
下
町
間
金

マ
届
け
出
を
し
た
日
か
ら
六
迎
間
以
内

の
期
間
に
土
地
売
買
の
契
約
を
し
た

と
き
リ
二
十
万
円
以
下
の
罰
金

こ
の
ほ
か
.
許
可
や
届
け
出
を
し
て

契
約
し
た
土
地
が
三
年
以
上
た
っ
て
も

使
わ
れ
な
い
で
遊
ん
で
い
る
場
合
、
そ

の
土
地
が
周
り
と
比
べ
て
み
て
遊
ば
せ

て
お
く
こ
と
が
住
民
の
た
め
に
な
ら
ず

特
に
役
立
つ
よ
う
な
利
用
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
場
合
な
ど
、
こ
れ
を
遊
休
土

地
に
認
定
L.
有
効
な
利
用
を
促
進
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

守
土
地
取
引
の
お
問
い
合
わ
せ
や
岡
山
け

出
用
紙
は
役
場
企
画
課
企
画
係
へ
。

政
明
さ
ん

(
邸
歳

・寒口升
)
の
二
人
で
、

多
年
に
わ
た
り
段
業
経
常
に
粕
励
し
、

同
民
的
必
要
と
す
る
段
料
を
安
定
的
に

供
給
す
る
た
め
、
よ
く
そ
の
帥
判
官
を
川
市

す
と
と
も
に
、
迎
則
に
内
刷
業
後
継
者
へ

経
泌
を
移
摘
し
、
州
M
業
経
目
的
近
代
化

に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

表
彰
さ
れ
る
条
件
は
@
二
町
以
上
の

耕
作
地
を
持
ち
、
二
十
年
以
上
の
経
営

経
験
者
@
大
正
五
年

一
月
一

日
以
前
に

生
ま
れ
た
者
@
後
継
者
は
牒
業
者
年
金

的
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
ー
な
ど
で
す
。

A
V

専
決
処
分
の
報
告

今
金
幼
稚
幽
控
寂
工
事
内
政
針
変
更

に
よ
り
踏
負
額
が
百
十
万
八
千
円
増
額

さ
れ
、
総
額
七
千
凶
百
万
八
千
円
に
、

ま
た
、
工
期
も
十
一
月
三
十
日
か
ら
一

月
一二
十
一
日
ま
で
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

。

陳

情

今
金
町
述
合
父
母
と
先
生
の
会
(
会

長
高
岸
群
雄
)
か
ら

「今
金
小
学
校
内

プ
l
ル
設
置
の
み
で
な
く
各
地
区
に
お

い
て
も
プ

l
ル
を
設
出
し
て
ほ
し
い
。

現
状
で
今
金
小
学
校
プ

l
ル
を
使
用
さ

せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
時
の
指
定
、
ス

ク
ー
ル
パ
ス
運
行
に
よ
る
足
の
確
保
を

舟
慮
し
て
ほ
し
い
」
旨
の
陳
情
は
、
総

務
委
日
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
.

( 2 ) 

ーノ

。
道
々
土
地
改
良
事
携
の
負
担
金
納
入

道
営
土
地
改
良
卒
業
の
日
進
地
良
免

農
道
整
備
事
業
に
伴
、
つ
負
担
金
の
予
定

額
を
事
業
質
的

一二

・
五
%
と
す
る
。

ま
た
、
こ
の
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
る

脱
泊
三

・
八
四

Jμ
を
道
有
財
産
の
股

与
条
例
に
基
づ
い
て
、
町
が
娘
り
受
け

て
維
授
官
裂
す
る
も
の
で
す
。

。
一
般
質
問

四
議
員
か
ら
①
町
財
政
の
運
営
②
住

居
表
示
板
の
設
置
、
除
雪
路
線
の
延
長
、

過
疎
対
築
③
町
長
の
行
政
姿
勢
、
図
容

室
の
肺
訴
側
、
老
人
手
当
円
増
鰍
と
年
齢

引
き
下
げ
③
次
期
町
政
組
当
内
決
意
ー

な
ど
に
つ
い
て

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
発二
一百
円
内
容
は
「
議
会
だ
よ
り
L

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

J
J
 d
Aの
献
血
。
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
理
解
と
協
力
で
献
血
車
に
よ

る
採
血
率
も
上
弄
し
て
お
り
‘
多
〈

の
噂
い
生
命
が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
こ
の
た
び
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら

一
十
回
以
上
献
胤
に
協
力
し
た
次
的
方

一
が
た
に
、
献
血
功
労
章
が
贈
ら
れ
、

十
二
月
二
十
二
日
町
献
血
推
進
協
議

会
長
か
ら
の
記
念
品
と
合
せ
、
各
位

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

。
銀
色
有
功
章

(日
出
回
以
上
)

吉
田
辰
雄
(
八
幡
町
)

。
金
色
特
別
社
員
章

(初
回
以
上
)

大
￥
消
音
(
大
和
町
)
吉
村
教
聖

(
御
影
)
芳
賀
鈴
夫

(栄
町
)
今
野

佑
(
出
栄
町
)
阿
部
幸
作
(
東
町
)

川
村
正
夫
(
労
町
)

。
銀
色
特
別
社
員
章

(ω回
以
上
)

須
田
英
子
、
中
川
ハ
ル
、
八
毘
緩

和
敏
(
高
美
町
)
宮
崎
一子

(日
の
出

町
)
黒
沢
輝
子
(
束
町
)
長
谷
川
良

作
、
細
谷
末
夫
(
昭
町
)
波
辺
美
弥

子
、
諸
戸
正

(緑
町
)
山
田
ト
ヨ
ノ

越
中
頂
郎
、
一
入
修
成
旧
和
也
(
末

広
町
)
奥
井
英
好
、
阿
部
勉
(
南
栄

町
)
狩
野
光
夫

(八
幡
町
)
藤
川
伸

一
(
本
町
)
山
崎
中一時半

平
原
景
二
.

山
下
文
夫
(
大
和
町
)
目
下
勝

一
、

上
野
昂
(
寒
口
升
)
中
野
党
(
御
影
)

下
山
敏
博
、
盟
問
実

(抽
韮
)
大
谷

枇
肝
心
(
八
束
)

( 3 ) 



者、子どもの被害目だつ

離欝麓鐘難盤鶴自盟

負傷者31人死者 1、

昨
年
道
内
の
受
通
事
故
に
よ
る
死
者
は
四
百
九
十
四
人
で
、
前
年
巳
比
べ
十

九
人
の
増
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
二
位
の
大
阪
巳
七
十
八
人
の
大
差
を
つ
け
て
四
年

連
続
全
国
一
と
い
う
不
名
誉
な
配
録
を
残
し
ま
し
だ
。

本
町
に
お
い
て
も
昨
年
十
一
月
二
十
八
日
に
白
磁
車
で
下
校
の
小
学
生
ガ
ト

ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
抽
出
に
よ
り
、
受
通
事
政
ゼ
ロ
配
録

三
百
五
十
日
で
ス
ト
V
ブ
し
ま
し
定
。

こ
と
し
こ
そ
、
死
亡
ゼ
ロ
の
願
い
を
こ
め
て
、
昨
年
一
年
間
の
事
故
内
容
を

ふ
り
返
っ
て
み
ま
し
疋
。
(
資
料
は
舎
金
警
察
官
派
出
所
提
供
)

昨
年
一
年
間
、
町
内
で
発
生
し
た
交
何
、
ス
ピ
ー
ド
町
出
し
す
ぎ
、
居
眠
り
に

通
事
故

(人
身
事
故
)
は
発
生
二
十
件
よ
る
路
外
転
務
五
件
が
お
も
な
も
の
で
、

に
死
者

一
人
と
三
十

一
人
的
負
傷
を
出
優
先
通
唄
出
反
が
二
件
あ
り
ま
す
。
ま

し
て
い
ま
す
。
前
年
と
比
べ
発
生
件
数
た
、
自
転
車
や
歩
行
者
側
で
は
、
横
断

が
四
件
、
負
傷
者
が
五
人
柑
之
、
死
者
歩
道
を
歩
い
て
い
長
チ
ど
も
を
は
ね
る

囚
人
的
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ど
運
転
者
同
歩
行
者
保
護
違
反
が
三

こ
の
中
で
、
車
ど
う
し
の
市
中
放
六
件
件

・
安
全
速
度

・
前
方
不
注
意
五
件
が

に
比
べ
、
特
に
附
加
し
た
の
大
き
な
事
放
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
.

が
歩
行
者
向
犠
牲
が
六
件
に
事
故
を
起
こ
し
た
逆
転
者
向
年
齢
は
、

自
転
車
が
二
件
も
あ
る
こ
と
、

二
十
代
前
半
が
三
人
、
向
後
半
が
六
人
、

そ
れ
に
年
齢
を
見
る
と
幼
児
十
九
歳
が
二
人
で
、
ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ

が
二
人
、
小
学
生
三
人
、
中

ー
が
六
O
%
を
占
的
.
四
十
代
が
=
一
O

学
生
一
人
と
、
ほ
と
ん
ど
が

%
、
五
十
代
が

一
O
%
。

巡
転
経
験
か

子
ど
も
内
被
蹴
弓
ま
た
・

平

ら
は
五
年
未
満
の
人
が
六
件、

五
年
か

の
単
独
事
故
が
五
件
と
多
い
ら
十
年
ま
で
が
八
件、

二
十
年
前
後
が

の
も
目
だ
ち
ま
す
。
六
件
で
、
車
内
単
独
事
故
で
路
外
転
落

事
故
原
因
を
み
ま
す
と
、
し
た
五
件
の
内
凶
件
が
一
年
目
的
初
心

車
側
で
は
雪
道
や
カ
ー
ブ
で
者
に
よ
る
無
謀
運
転
が
原
因
に
な
っ
て

ス
ピ
ー
ド
内
出
し
す
ぎ
、
追
い
ま
す
。
道
路
別
発
生
状
況
で
は
、
毎

い
越
し
に
よ
る
衝
突
事
故
九
年
郁
放
が
集
中
す
る
国
道
二
七
七
号
似

上
が
大
半
で
、
組
川
地
区
で
五
件
、

h
F

冬
期
聞
の
仲
通
り
鵠
は

旦
で
三
件
、
花
石
、
住
吉
で
三
件
、
今

非
常
に
鞭
〈
危
険
で
す
。

金
地
区
で
三
件
、
そ
の
負
傷
者
は
ニ
+

短
時
聞
の
駐
車
を
み
ん
な

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
っ
き
に
道
々
の

で
守
り
広
〈
使
い
ま
し
ょ
う

田
代

・
根
川
・
稲
穂
・
日
進
で
六
件
な

• 

ー
国
民
安
全
の
巴
」
制
定
の
趣
旨
の
醤
及
徹
底
と
安
全
に
つ
い
て
の
理
解
と
実

践
を
進
め
る
た
め
、
文
部
省
、
全
国
安
全
童
、
日
本
学
校
安
委
耳
、
各
都
道
府
県

叡
育
暴
員
4

衰
ω主
催
し
芝
「
五
士
二
一年
度
(
第
市
固
)
安
全
に
関
す
る
図
面

・
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
種
川
小
学
校
六
年
の
本
庄
伯
芸
書
ガ
図
画
の
部
で
見
事
、

愚
直
秀
作
自
巳
選
ば
れ
、
晴
れ
の
文
郡
大
臣
賞
を
漫
得
、
一
月
八
日
役
場
応
接
室

で
福
島
楢
山
教
奮
哩
畏
か
ら
賞
状
と
副
賞
の
箇
時
計
ガ
伝
達
さ
れ
ま
し
だ
。

/
種
川
小
の
本
庄
伯
幸
君

(六
年
年
)

安
全
図
画
展
で
文
部
大
臣
賞

今
年
度
は
、
例
年
に
な
く
応
募
作
品

が
増
え
、
図
画
部
門
で
二
万
六
百
四
十

七
点
、
作
文
で
七
千
九
百
六
九
占
で
、

こ
の
中
か
ら
中
央
審
査
に
残
っ
た
も
の

目立つ /住宅火災

暖房器具の取扱いに注意

町
内
で
の
昨
年

一
年
間
的
火
災
発

生
は
建
物
八
件
、

山
火
事
三
件
で
、

初
出
微
は

一
千
百

五
十
六
万
五
千
円

と
、
前
年
に
比
べ

建
物
五
件
、
山
火

事
二
件
的
地
と
な

っ
て
い
ま
す
。
と

く
に
目
だ
っ
た
こ

と
は
住
宅
火
災
が

多
く
な
っ
た
こ
と

と
、
そ
の
原
因
は

ス
ト
ー
ブ
、
煙
突

ア
イ
ロ

ン
な
ど
の

加
熱
に
よ
る
も
の

で
す
。

が
国
山
百
四
十
七
布
、
作
文
百
二
十一

点
と
い
う
。
最
市
町
文
部
大
臣
日
は
小

学
生
山
人
、
中
学
・
打
川
校
弁
二
人
的
計
八

人
に
贈
ら
れ
た
も
の
。
本
庄
君
は
道
内

ま
た
、
新
年
十
二
日
に
略
町
で
発
生

し
た
火
災
は
、
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま

ま
波
込
み
、
何
か
に
火
が
燃
え
移
り
、

焼
死
者
ま
で
出
る
と
い
う
捕
ま
し
い
火

災
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
住
宅
火
災
は
w
火
元
H

と
な
る
ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
い
や
タ
バ
コ

の
不
始
末
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
一

歩
間
迩
え
ば

出
火
の
原
凶
に
な
る
危
険
団
を
秘
め
て

い
ま
す
か
ら
、
前
日
頃
か
ら
火
公
使
用

に
は
十
分
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一一月
、
一二
月
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥

し
、
強
い
風
が
吹
く
季
節
で
も
あ
り
、

加
え
て
暖
房
器
具
の
使
用
な
ど
も
あ
っ

て
火
災
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

の
で
、
岐
丙
凶
器
具
の
点
検
、
波
る
前
、

外
出
前
に
は
必
ず
火
の
元
を
怖
か
め
ま

君庄本るす受令彰費-」つカ畏局育教山櫓

か
ら
た
だ

一
人
選
ば
れ
、
北
海
道
で
の

文
部
大
臣
受
抗
は
四
十
五
年
皮
肉
作
文

入
選
以
来
、
八
年
よ
り
と
の
こ
と
で
す
.

受
抗
し
た
作
品
は
、
交
辿
手
放
の
原

し
よ
う
。
ま
た
、
万

一
に
備
え
て
、
消

火
器
内
使
い
方
、
避
難
方
法
な
ど
を
家

庭
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

/
消
防
団
員
の
表
彰

町
消
防
団
の
出
初
め
式
は
五
日
四

分
団
只
が
一
堂
に
参
加
し
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
席
上
で
永
年
勤
続
、

功
縦
団
員
向
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

争
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

V
助
統
草

川
団
長
多
同
点
太
郎
分
団
長
河

村
昭
夫
、
部
長

・
本
回

=
ニ
(
今
金
)

争
北
海
道
知
事
表
彰

V
二
十
年
勤
続

目
木
村
金
一
ニ
、
和
田
此
希
男
、
加
藤
要

遠
藤
茂
、
八
重
俊
辰
雄

(
今
金
)
V
十

年
勤
続
H
忠
二
郎
野
自
信
春
(
今
金
)

石
沢
隆

一
、
赤
井
力
(
花
石
)
能
子
升

真
、
刷
出
川
大
蔵
、
水
泊
三
子
三
、
広
岡

) 1;1.52午分

~ 分売生 "世 死者 .山 !o • 大~ 'f 51 。{ .( ，) 

網棚・I 6( ') 。( 2) • 7) 主 帽 山 町 LO( 1( 。) 12( 

今金町 20( 16) 1( 5) 31{ 26) 

北神山骨骨内 40( 31) 21 8) 56( 43) 

国館 方面 1.525( 1，品。1 55( 50) 211( 2，1(2) 

全迎 合計 16，322(16.461) 194 475 23.3部f23，日6)

53 ::芋の交通事散発生状況ど
道
路
事
情
の
よ
い
個
所
で
発
生
し
て

い
ま
す
。

時
間
別
で
は
、
正
午
か
ら
六
時
頃
が

十
件
と
多
く
、
月
別
で
は

一
一
一
月
内

冬
期
間
に
九
件
。
事
故
車
内
住
所
別
で

は
‘
今
金
耐
在
住
者
が
四
O

%
、
北
楠

山
町

一
五

%

札

帆

函

館

な
ど
町
外

者
が
四
五
%
と
前
年
か
ら
比
べ
町
内
在

住
者
同
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

北
楠
山
署
娯
皿
也
管
内
向
発
生
状
況
は

別
表
的
と
お
り
、
死
者
六
人
円
減
少
を

兄
た
も
の
の
、
発
生
九
仰
負
傷
者
十

三
人
的
地
と
多
発
的
傾
向
に
あ
り
、
函

館
方
面
本
部
に
お
い
て
も
交
通
究
者
十

五
人
増
と
い
う
惨
た
ん
た
る
結
果
だ
っ

た
た
め
.
岡
本
部
で
は
、
交
通
死
絶
滅

を
今
年
内
最
盛
占

目
標
に
梢
げ
、
ヤ
ン

グ
ド
ラ
イ
バ
ー
、
桝
酔
い
迎
転
速
度

述
反
な
ど
を
軍
点
と
し
た
対
策
を
拙
じ

る
と
と
も
に
指
導
、
取
り
締
ま
り
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

町
民
の
み
な
さ
ん
も
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

囚
と
な
る
地
吹
雪
の
恐
ろ
し
き
を
テ
!

?
と
し
た
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で
、
昨

年
冬
に
極
小
児
童
二
人
が
地
吹
雪
の
た

め
車
に
は
ね
ら
れ
た
事
故
に
注
目
し
て
、

昨
年
皮
肉
作
品
す
べ
て
を
地
吹
釘
に
し

ぼ
っ
て
描
い
た
と
い
う
。
こ
の
中
内
一

点
は
昨
年
内
全
道
共
済
農
協
述
主
倒
的

安
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
金

貨
を
受
賞
し
て
い
る
の
に
加
え
て
今
回

炉
ぼ
う
き
を
使
っ
て
地
耽
雪
の
す
さ
ま

じ
さ
を
巧
み
に
表
現
し
た
作
品
が
、
大

臣
賞
に
輝
い
た
も
の
で
す
。
本
庄
者
は

も
と
よ
り
奥
崎
校
長
、
組
任
で
図
画
も

折
持
す
る
山
寺
利
男
先
生
は
「
つ

い
に

や
っ
た
」
と
大
喜
び
で
す
。

俄
一
、
馬
場
利
男
、
背
山
茂
樹
、
伊
勝

市
太
郎
、
広
田
等
、
米
山
正
二
、
佐
聡

柴
山
町
、
小
野
寺
伝
二
、
伊
藤
野
久
、
佐

勝
山
、
大
平
岩
官
、
大
家
徹
(
英
利
河
)

争
道
消
防
協
会
畳
表
彰

V
功
総
意
H

山
崎
敏
雄
、
河
村
昭
夫

(今
金
)
早
坂

悦
次
郎

(根
川
)
V
三
十
年
勤
続
H
山

口
義
信

(花
石
)
マ
二
十
年
勤
続
H
小

回
円阿
武
太
郎
(
今
金
)
安
達
賢
、
遠
藤

英
太
郎

(花
石
)
V
十
年
勤
続
H
野
宮

口
容

(今
金
)
哲
J
T
井
誌
、
品
川
大
蔵

水
沼
三
子
=
一
、
広
田
俄

一
、
馬
場
利
剣

背
山
茂
樹
、
伊
藤
市
太
郎
、
広
岡
等
、

米
山
正
二
、
佐
政
美
男
、
小
野
寺
伝
二

伊
藤
寿
久
、
佐
藤
盟
、
大
平
岩
吉
、
大

塚
倣
(
柴
利
河
)

争
町
長
表
彰

V
功
労
章
H
猪
股
約
五

郎
、
橘
亨
二
(
極
川
)山
口
義
伺
(
花
石
)

一
間

「
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
豪
制

一
度
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

一
答

身
体
に
重
度
内
障
害
が
あ
る
た

一
的
役
県
日
に
投
張
所
へ
行
け
な
い

一
方
が
自
宅
で
扶
媒
で
き
る
制
度
だ

一
間
ど
の
よ
う
な
方
が
、
こ
の
制
度

一
で
投
票
で
き
る
の
で
す
か
。

一
答
身
体
に
重
度
内
障
害
が
あ
っ
て
、

一
歩
行
が
困
難
な
次
の
よ
う
な
方
が
、

一

投
票
で
き
ま
す。

一

H
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
岡
下
肢

一
体
幹
的
障
啓
円
程
度
が
「
一
級
か

一
二
級
」
心
臓

・
じ
ん
臓
呼
吸
器

一
円
障
害
円
程
度
が

「
一
級
か
ら
三

一
級
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

一
白

戦
傷
病
者
手
帳
に
、
両
下
肢
、

一
体
幹
的
障
害
の
程
度
が

「
特
別
項

一
症
か
ら
第
二
項
症
ま
で
」
心
臓
、ヒ

一

ん

臓
、
呼
吸
山
市
内
陣
容
の
程
度
が

一

「
特
別
取
症
か
ら
第
三
政
症
ま
で
」

一
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

一
間
寝
た
き
り
老
人
町
方
は
、
ど
う

一
で
し
ょ
う
か
。

一
答
現
在
ま
て
の
と
こ
ろ
、
寝
た
き

一
り
の
方
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

一
間

と

こ
ろ
で
「
郵
便
投
荻
紅
明
性
」

一
に
つ
い
て
税
明
し
て
く
だ
さ
い
。

一
答

「郵
便
投
梨
証
明
書
」
は
、
こ

一
町
制
度
で
投
票
で
き
る
人
で
あ
る

『
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
で
す
か
ら

( 4 ) 

郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
制
度
の
利
用
を

ー/

対
象
者
が
手
続
き
を
行
え
ば
い
つ

で
も
交
付
さ
れ
ま
す
。

問

ど
こ
で
手
続
き
す
る
の
で
す
か
。

答

現

在
居
住
し
て
い
る
町
村
の
選

挙
管
理
委
民
会
に
、
身
体
障
害
者

手
帳
か
戦
傷
病
名
手
帳
を
添
え
て

申
し
込
む
と
交
付
さ
れ
ま
す
。一

度
交
付
さ
れ
る
と
四
年
間
有
効
で

す
。
期
間
の
き
れ
た
証
明
書
は
、

返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

間

そ
れ
で
は
笑
際
に
投
涙
す
る
場

合
同
方
法
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

答

「郵
便
投
以
証
明
性
』
の
交
付

を
受
け
た
選
挙
管
理
委
貝
会
へ
紡

求
書
に
そ
の
証
明
書
を
添
え
て
請

求
す
る
と
、
投
票
用
紙
が
郵
送
さ

れ
て
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
記
載

国
し
て
埠
走
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
間

挟
供
用
紙
は
い
つ
ま
で
に
筒
求

一
す
れ
ば
よ
い
か
。
ま
た
、
い
つ
ま

で
に
返
送
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

答

請
求
は
投
哀
自
の
四
日
前
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
投
票
用

紙
が
郵
送
さ
れ
て
き
た
ら
、
投
票

日
に
間
に
合
う
よ
う
に
返
送
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
手
続

き
は
早
自
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

統

一
地
方
選
挙
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
が
、
よ
り
多
く
の
人
的
貴
重
な

一
票
が
行
使
で
き
る
よ
う
「
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
烈3
制
度
」
を
十
分
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
不
明

な
占
に
つ
い
て
は
、
保
寄
り
の
選
挙

也
理
委
h
H
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

( 5 ) 



( 6 J 

凶
月
か
ら
、
国

民
年
金
内
保
険
料

が
.
現
在
の
月
額

二
千
七
百
三
十
円

か
ら
三
千
三
百
円

に
改
正
さ
れ
ま
す
。

A
Fよ
凶
の
改
正
は
、

昨
年
七
月
に
拠
出

年
金
、
八
月
に
稲

祉
年
金
的
年
金
額

が
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

ご
存
じ
め
ヰ
つ

に
閑
民
年
金
町
年

金
額
は
、
生
活
水

準
的
変
化
な
ど
に
応
じ
て
、
自
動
的
に

改
普
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
.

と
こ
ろ
で
、
こ
の
年
金
給
付
の
財
源
は

加
入
者
が
納
め
て
い
る
保
険
料
、
国
庫

金
円
両
方
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
と
き
は
、
そ
れ
に
応
じ
て
保
険
料

の
額
も
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
。
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
の
ご
相

践
は
、
役
場
年
金
係
か
社
会
保
険
事
務

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
.

一
月
に
各
地
区
全
戸
を
別
査
し
た
農
業
酬川

従
事
者
町
内肱
夫
夜
々
鮮
と
病
気
に
つ
い
川

て
で
、
そ
の
回
収
結
川
市
に
廿
世
づ
い
て
各
州

地
域
ご
と
に
話
し
合
い
、
健
康
増
進
を
川

図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、
自
分
の
健
康
酬

は
自
分
が
守
る
上
で
も
大
安
役
立
つ
内
剛

容
で
し
た
。
五
十
四
年
度
に
お
い
て
も
川

多
忙
な
日
程
を
制
整
し
な
が
ら
各
種
の
剛

健
康
教
室
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
町
民
川

み
ん
な
が
納
町
四
的
に
参
加
さ
れ
、
効
県
川

的
な
保
健
婦
の
活
用
品
正
み
ま
す
。

川

H

ま
だ
若
い
ガ
ら
と
油
断
は
禁
物
H

川川

ふ
だ
ん
健
康
に
自
幻
を
お
持
ち
の
あ

酬

な
た
も
、
何
回
か
血
圧
を
測
る
こ
と
に
川

よ
っ
て
、
成
人
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
川

で
き
ま
す
。
凪
圧
が
最
高

二
ハ

O
、
最

州

低
九
五
以
上
町
人
は
塩
分
の
と
り
す
ぎ
酬

に

注

意

し

ま

し

ょ

う

。

川

6
6

‘e
‘66
6
6

‘‘6
6

‘‘
‘‘‘‘
6
6
6

‘‘6
6

‘‘‘
6

川

わ
が
国
を
含
め
て
先

4
語

国

で

は

、

お

菓

子

で

も

と

子

供

の

好

き

な

も

の

を

州

成
人
病
が
ふ
、
え
て
い
ま
す
が
、そ
の
J

冗

せ

っ

せ

と

与

え

て

い

る

ご

家

庭

も

少

な

酬

凶
u

の
一
つ

に

あ

げ

ら

れ

て

い

る

の

が

、

く

な

い

よ

う

で

す

。

川

か
た
よ
っ
た
食
生
活
で
す
。

こ
う
し
た
食
生
活
が
長
く
続
く
と
、
川

動

物

性

的

油

脂

や

砂

糖

、

塩

分

の

と

栄

廷

の

バ

ラ

ン

ス

が

〈

ず

れ

て

不

他

服

酬

引
円
山
内
料
開

成
人
病
予
防
は
幼
児
期
か
ら

日
時
計
江
川

れ

て

い

ま

す

が

、

こ

の

よ

食

塩

の

と

り

す

友
を

州

武

藤

静

子

)

川

う

な

食

生

活

の

改

普

は

、

防

ぐ

に

は

、

子

ど

も

川

大

人

に

な

っ

て

か

ら

で

は

返

す

ぎ

る

、

の

と

き

か

ら

薄

味

に

な

れ

る

食

也

悦

を

酬

と
い
う
考
え
方
が
強
く
な
っ

て

い

ま

す

。

つ

け

て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

酬

成
人
病
の
N

下

地

“

は

、

幼

児

期

か

食

生

活

は

、

幼

児

期

か

ら

、

過

不

足

川

島

食

生

活

で

つ

〈

ら

れ

手

|

つ

ま

の

な

い

バ

ラ

ン

ス

の

と

れ

た

栄

養

を

と

酬

り
、
成
人
病
は
小
児

科

の

問

題

と

ま

で

る

こ

と

に

心

が

け

て

く

だ

さ

い

。

川

康

|保険料ガ変わります

3，300円に

町
民
の
み
な
さ
ん
が
健
康
で
楽
し
い

生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
、
町
で
は

保
健
婦
活
動
を
中
心
に
、
最
も
基
本
と

主
る
食
生
活
の
改
善
を
盛
占
に

二

日

一
回
は
ホ
ウ
レ
ン
草
を
食
べ
る
」
そ
の

た
め
に
も
農
村
地
減
に
お
い
て
は
「
ホ

l
レ
ン
草
の

一
坪
栽
培

巡
動
」
を
進
め
る

一
方、

町
民
の
健
康
管
理
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
十
二

月
中
旬
に
農
村
成
人
を

対
象
に

「健
康
管
理
教

室
」
を
各
部
落
の
セ
ン

タ
l
単
位
一
か
所
の
割
り
合
い
で
八
日

間
、
開
催
し
た
結
果
、
参
集
人
員

(別

表
の
と
お
り
)
が
非
常
に
少
な
く
、
健

康
を
守
る
こ
と
の
関
心
度
が
あ
ま
り
に

も
な
去
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

健
康
管
理
教
盃
の
内
容
は
‘
昨
年
十

4月から

>ナ象 参 加数

地区

人JI 52.ir: 53!J:. 

失利f何 188 9 19 
jE 平I 200 9 8 
中堅 109 19 21 
{主 一占 " 22 10 
鳥'R 111 475 19 22 

429 4 22 
自行

回選 61 11 7 
向、& 問悶

171 13 16 
梓白井

金原 319 22 13 

神丘 272 4 9 

多令 冊3 時 18 15 

今金 254 10 

---../ 

金年

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か

民園

い
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
子
ど
も
の
栄
養
や
食
生
活
に

関
心
を
持
つ
お
母
さ
ん
が
増
え
た
こ
と

は
、
た
い
へ
ん
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
た
だ

一
方
で
、
熱
心
さ
の
あ
ま
り
、

年
金
が
も
わ
え

る
身
で
あ
り
な
が

ら
筒
求
し
な
い

た
め
に
支
給
を

受
け
て
い
な
い
方

は
お
ら
れ
ま
せ
ん

.刀

老
齢
年
金
、
通

材
料
老
齢
年
金
な
ど

の
年
金
を
、
つ
け
る

人
で
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
年
金
を
も
ら

う
条
件
が
そ
ろ
っ

て
い
る
場
合
は
、

年
金
の
裁
定
請
求
書
に
必
要
書
類
を
そ

え
て
、
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

宝

森

年

金

H
国
民
年
金
手
帳

②
通
算
老
齢
年
金
H
他
的
年
金
制
皮
肉

通
算
対
仏
軍
刷
出
削
確
認
位
・
国
民
年
金

手
帳

①
障
害
年
金
日
医
師
が
作
成
す
る
診
断

諮
問
民
年
金
手
帳

④
母
子
年
金

・
準
母
子
年
金

・
泊
児
年

金

-
寡
紛
年
金
・
死
亡

一
時
金
的
場

合
H
住
民
粟
の
写

L
-国
民
年
金
羊

帳年
金
の
支
給
が
決
定
さ
れ
ま
す
と
「
国

民
年
金
証
書
」
が
本
人
に
送
ら
れ
ま
す
。

支給を受けるには l 

(日
本
女
子
大
学
教
授

牛
乳
に
カ
ル
ン
ウ
ム
が
多
〈
含
ま
れ
て

い
る
と
聞
く
と
H

牛
乳
さ
え
十
分
に
飲

ま
せ
て
お
け
ば
安
心
街
と
思
い
ち
が
い

を
す
る
。
ま
た
、
食
事
の
と
き
に
あ
ま

り
食
べ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
せ
め
て

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

小百合悔育園児から愛(7)籍 を受 ける

団 {本 ~. 金問(円} 団 体 4円 金制(円) l羽 体 r. 金問(同) 団 体 名 金制(円)
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"' 
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八 噛 01 12、O田 t'R 111 Eニ』 附'1 31，5凹 (r イ行 5叩 O 日 巡 5，0∞ 

本 関『 5，000 H( 111 駅 jjij 6.000 -:'~ Ji;日 地 2加の 神丘中世liE 3.500 

日目 111 町f 17，400 '1' 酬l 111 7.000 合 1以 '1:1 Hij 8，500 1>1'丘光町1Il 2，000 

九且 回f 10，凹O 下メ y ブ ;'.'.'j 台 1，000 金 If，( 1と 9，330 265，961 

栄 回I 15，2倒〉 i二 主目 m 5，400 S令 当官 2田0 中山忠夫 (-(i)IJ脳) 10，000 

大 ~】 町I 35.880 下 筏! 転出 3，5曲 仁 S令 合祉 5以JO u ，J{;奉仕日H今立を) 20，曲。

"三
，;: 箇I 40.050 金 1 1，200 イ手 日 JI 1.600 立，1二i究成会楠山立百6 10.000 

S決 震I 4.900 先 ム... 5，5∞ x，. m 3αo ~f金ライオ ン スa クラ ブ 50，0∞ 
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nt 243，930 国 f~ 1，90。 事l' l千 続 ，. 3.500 森山由科 fi山蹴ー z田，0回

英和l 四 - 腔 7，6凹 上 田 ft 9以JO ドl' 1壬 " 2∞。 今金柑 人会 30∞o 
興事1) i'iiI 冗山 5，000 南 凹 f~ 1.2叩 ドl' l壬 l刈 制匹 3臥10 札 叫実行委 JI会 11.5回
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9駐 手'1 ~'J 1，400 ノ、 東 中央 2，開。 神 rr. J匙 手11 2.150 蛇 "S(j I 8日 .453

総
額

八
十

二
万

四
千
円
を
配
分

(町福祉揖}

人
会
.
今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど

の
団
体
か
ら
多
飢
の
普
立
が
寄
せ
ら
れ

総
額
八
十
五
万
三
千
四
百
五
十
=
一
円
と

前
年
に
比
べ
三
十
四
万
余
円
増
額
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
福
祉
地
設
の
入
所
者
三

十
九
人
、
光
の
皇
字
国
六
人
、
笠
寿
図

四
十
二
人
、
生
活
保
御
世
帯
町
外
入
院

忠
者
十
六
人
に
そ
れ
ぞ
れ
各
五
千
円
を
.

町
内
長
期
入
院
中
軍
咽
七
十
七
人
に
各
三

千
円
、
町
内
短
期
入
院
忠
者
五
十
二
人

内
み
ん
な
が
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お
正

月
々
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
昨
年
十
二
月

い
っ
ぱ
い
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
し
は
町
内
・
部
落
会

を
通
じ
て
皆
さ
ん
の
暖
か
い
善
意
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
と
く
に
、
今
金
小
百

合
保
育
聞
の
可
愛
い
図
児
が
一
年
聞
の

義
援
金
箱
を
持
参
し
た
ほ
か
、
森
山
誠

一
さ
ん
(
本
町
)
か
ら
新
築
医
院
の
上

撤
祝
を
や
め
て
二
十
万
円
、
立
正
佼
成

会
楠
山
支
部
や
日
赤
器
仕
面
、
今
金
制

昭和53年度 歳末たすけあい募金 一 ご協 力ありがとうございましたー

に
各

一
千
五
百
問
、
総
額
八
十
二
万
四

千
円
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
に
厚
く

感
涌
い
た
し
ま
す
.

か
ら
お
客
さ
ん
の
釣
銭
献
金
利

一
年
分

一
万
六
千
円
を
光
の
里
山
町
闘
へ

マ
竹
内
輝
雄
き
ん

(八
束
)
か
ら
亡
組

母
の
謝
礼
と
し
て
十
万
円
多
而
器
時
間
ヘ

マ
奥
原
留
治
さ
ん
(
花
石
)
か
ら
亡
祖

母
の
謝
礼
と
し
て
十
万
円
多
塁
寿
図
ヘ

マ
喜
楽
食
堂
(
市
内
谷
昭
義
さ
ん
)
か
ら

年
越
そ
ば
五
十
人
前
歩
扱
舟
閲
へ

マ
伊
藤
幸
悦
さ
ん
(
来
日
升
)
か
ら
部
落

会
長
報
酬
三
万
八
千
七
百
五
十
円
を
社

協
法
人
化
推
進
基
金
へ

マ
今
金
町
瓦
肋
巡
合
会
(
会
長
湯
浅
秀

夫
さ
ん
)
と
州
問
問
也
(
本
名
佐
々
木

和
紀
さ
ん
)
か
ら
歌
踊
ン
ョ
!
の
益
金

二
十
万
円
を
社
協
法
人
化
推
進
基
金
ヘ

マ
尾
形
哲
夫
さ
ん
(
旭
町
)
か
ら
各

一

万
円
安
先
の
里
学
岡
井
品
業
吋
閲
へ

マ
町
職
只
組
合
(委
n
H
長
久
保
田
庄

一
)

の
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
か
ら
各

三
万
七
百
六
十

一
円
を
光
の
星
学
聞
と

盟
寿
聞
に
、

一
万
円
を
社
協
法
制
化
推

進
基
金
へ

マ
山
口
半
さ
ん
(
花
石
)
か
ら
家
族
的

小
銭
貯
金
一
万
円
を
町
交
通
遺
児
に
、

二
万
九
千
六
百
五
十
五
円
を
光
町
里
学

閏
へ
マ
八
重
樫
隆
さ
ん

(中
椛
川
)
か
ら
馬

鈴
薯
約
三
十
依
を
箆
努
悶
へ

マ山側
A
Y
金
オ

l
ト

(代
表
川
村
正
夫
さ

ん
)
附
今
金
白
石

(同
)
か
ら
各
五
万

円
を
光
町
星
学
聞
と
泣
舟
凶

へ

マ
萩
原
鶴
治
さ
ん

(八
束
)
か
ら
二
千

円
房
長
情
銀
行
基
金
へ

守
契
北
山
フ
ラ
ワ
ー
(
石
井
照
子
さ
ん
)

固
感
謝
し
ま
す
固

-
社
協
愛
情
銀
行
へ
預
託

・
払
い
出
し

マ
棚
橋
精
次
郎
さ
ん
(
南
栄
町
)
か
ら

各

一
万
円
を
愛
情
銀
行
基
金
と
光
の
里

学
園
、
盟
寿
国
ヘ

マ
今
金
日
赤
奉
仕
団
(
代
表
伊
藤
ト
ミ

ノ
さ
ん
)
か
ら
五
千
円
を
元
の
里
学
園

に
、
お
む
つ
百
六
十
枚
、
み
か
ん

一
函

参
両
且
舟
闘
に
、
お
む
つ
百
枚
、
み
か
ん

一
函
を
国
立
八
雲
療
養
所
へ

マ
大
合
啓
太
郎
さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら

各
五
千
同
を
光
町
里
学
図
、
型
車
吋
凶
‘

小
百
合
保
有
国
へ

守
山
開
坂
本
建
設
(
代
表
松
下
線
司
さ
ん
)

か
ら
創
業
団
周
年
を
記
念
し
て
各
十
万

円
安
皇
寿
固
と
光
の
里
学
増
設
資
金
へ

(7) 



町民ひろば口口地域内できごと、話題.町政への宜見、要望 生活町知恵などをお寄せ〈ださい口口町民 Uろぱ

ト鱒委長時緩急議、/

白石部落会

=寿の家 =落成に祝う

白
石
都
世
市
内
開
基
八
十
周
年
記
念

式
が
十
二
月
二
十
一
日
、
待
望
的
集

会
施
設
「
白
石
寿
町
家
」
の
世
間
成
に

合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
部
落
を
挙
げ
て

先
人
的
偉
業
を
た
た
え
、
新
た
な
発

展
を
普
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

白
石
地
区
内
開
拓
が
始
ま
っ
た
の

は
、
明
治
三
十
九
年
、
八
束
地
区
町

鈴
木
農
場
開
設
に
続
き
、

三
一
十
一
年

に
白
石
弥
一
、

一
色
秀
次
郎
両
翁
の

広 報 ロロ お Lら せ ロロロ 広報 ロロ お Lらせ ロロロ 広報 口口 お しらせ 口口口 広 報 ロロ ぉ L・3せ ロロ

、わが家の戸イドJレグ
大合県ー さんの長男(昭和町)

孝之ちゃん 1 iI桂 6ヵ月

『丈夫な曲が出そろったのでな

t んでもよくたべますが、とくに

ゴソコ(偽)が大好きですoJ

。写真募車中 3絞まで円お了さ

んの日常のスナ yプ写真をお得

せください。 広報係 白

私だちの生活

1こ欠かせないガ

ス。しかレ、 そ

の刀スも使い万

をひとつ間違つ

定り、欠陥商白を使用すると、

思わぬ大事故につ8ガりまです。

国では、刀ス器具による事政

を防ぐだめに、都市ガス、プロ

パンガス器異ともに厳しい横査

を行い、合格しだものこついて

それぞれ僕定合格マフをはっ

ています。

1>プロパンガス用の器具

プロパンガスの場合、規制さ

れている面白は、調整器、 2型化

石油ガス用瞬間湯沸器、高圧ホ

ース、ふろガ草、密閉燃料式ふ

ろガ草、ふろパナ一、ふろパ

ナ元住、ストーブ、閉庄弁

圧力なべ及ひ圧力ガまの11面白

ガ苅象lごなっていま可。

刀ス器具在購入する場合は、

積定合格マフガ付いているか

どうかお確かめください。

ガス器具の検定合格マーク

名
義
を
も
っ
て
、
未
開
地
貸
付
の
併
可

を
つ
け

「白
石
農
場
」
を
開
設
、
そ
の

而
秘
百
万
坪
を
今
村
藤
次
郎
、
野
本
矩

正
両
翁
が
管
理
経
嵩
に
あ
た
り
.
州
開
拓

に
は
岐
阜
・
一
前
井
町
二
県
か
ら
移
民
を

募
集
し
て
入
植
さ
せ
開
墾
に
従
事
し
た

の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
戸
数
二
十
九
戸
に
よ
り
水

田
百
四
十
八
作品
、
畑
四
十
二
一
?
を
経
営

八
束
連
合
部
落
会
の
中
で
も
主
要
な
一

消費生活だより

新 LL'車会場で喜びの記念式

田
典
を
担
っ
て
い
ま
す
。

記
+
品
乱
に
は
、

開
拓
功
労
者
向
子
孫

今
村
白
井
干
さ
ん
、
大
西
貞
子
さ
ん
ら

学
賞

-
部
落
の
人
た
ち
約
七
十
人
が
出

席
。
山
北
部
和
白
石
部
落
会
長
か
ら
開

妬
物
故
者
へ
の
献
花
式
や
石
川
正
、
羽

土
正
人
さ
ん
ら
の
功
労
者
に
感
謝
状
贈

呈
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

/
 

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

十
周
年
記
念
誌
発
行

心
身
障
害
児
の
幸
福
を
願
い
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
歩
進
め

る
「
今
金
町
手
を
つ
な
ぐ
税
の
会
」
(
大

介
啓
太
郎
会
長
・
会
只
凶
百
八
十
三
人
)

が
昭
和
四
十
三
年
九
月
発
足
い
ら
い
満

十
年
を
迎
え
、
「
共
に
歩
ん
だ
十
年
」
の

記
念
誌
を
発
行
、
全
会
貝
に
配
布
し
た

ほ
か
、
十
二
月
八
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー

で
記
念
映
画
会
を
肉
き
、
こ
れ
か
ら
も

親
の
会
を
楠
山
管
内
す
べ
て
に
広
げ
、

共
に
手
を
つ
な
い
で
身
障
者
教
育
を
充

実
さ
せ
よ
う
と
日
甘
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

出 Lてくださ L、
・入学通知書は届きま したか。

こと L、小学校に入学する児童

は昭和47年 4月 2日から昭和48年

4月 1日まで生まれた児童です.

該当する児童には入学通知魯を

お送りしましたが、まだ隔;，、てい

なかったり、通知告の内容に不明

な古がありましたら町教委学校教

育係へご述絡ください.

.奨学資金のご利用 を

町教育委只会では今年4月か句

修学される学生の奨学資金町中し

込みを受け付けしています.

b貸付額 (月額) 悶校5千同

大学 1万円、大学院 1万 2千円

1>償還卒業後6ヶ月すえ世き、
10年以内向年賦償還。無利子.

貸し付けを受けようとする方は、

は 2月末までに在学校を通じて中

し込みください。

・利別川敷地占用許可の更新を

後志利別川町河川敷地使用の併

可は 3年ごとに更新することにな

っていますo 54年 3月31日までの

期間内占用者は、 2月末固までに

開発建設部利別川今金改修郁業所

管理係で手続きしてください.

・ 2月の体日当番医

4日 北楠山町平医院宮@5011

11日 北柑山町国保桐院宮@5321

12日今金町国f*禍院E②回21
18日今金町宮問医院E②0324

25日 北楠山町国保病院E④日21

人只は先靖則 7∞人です.験官会料

は国保被保険者が 600問、その他

一般はし100問、揃65議以上の方

及び生活保積世帯同方は無料です.

希望する方は 2月15固までに役

場稲祉課衛生係へ料金を添えて申

し込み〈だき L、(電filil.t-r込みも可)

・保育所の入所(園)児を募集

昭和田年4月に、今金保育所と

今金小百合保有I重lに入所する児童

の入所(闘)巾附を同時に受け付

けします。

入所希望者は 2月14日から 2月

17日までの11日、役場3附研修室に

て受け付けしますのでiiij年内線税

所得を証明する貯矧、線働町E明、

印鑑を持参のうえ、巾鮪してくだ

さい.なお、町内各牢節保育所内

保母若干名を募集します.希望者

は2月28日までに役場総務部へ履

歴書を提出してください.

・老齢年金の受給者は現，見届 を

国民年金円老齢年金と通算老齢

年金を受けている人は、毎年 l回

2月15日までに rll!l民年金受給術
者現況席」を提出することになっ

ています月中に社会保険庁か

ら届出用紙(はがき)を直筏お送

りLていますので、住所や氏名な

ど必要事取を記入し、年金係で阪

明印をもらい切手を貼って投函し

てください。現況周を鎚山しない

と6月期以降の年金が'豆けられな

いことがありますので、忘れず提

."る自のあなた・ ;写l'Hさしあげます.

-農輩基本鯛査にご協力を

北海逃や町内1品業内実態を明ら
かにし、今後における農政的諸施

策に必要な法融資料を得るため、

毎年、 2月 1日現在で農業基本調

査が行われます.

開査同対象は、農家及び農家以

外的農業事業体で、耕地耐績が10

アール以上を佐官.する世智と調査

J明日前 1年間に農業生産物内総販
売額が7万円以上ある世帯となっ

ています.

l月中旬頃から、倒査只が農家

の各世帯を訪問Iしますので、調査

町趣旨をご理解円上ご協力をお願

いします。

・婦人科がん横E舎の実施
北梅i且対がん協会内移動輪診車
による姉人科がん轍訟を 2月16日

から19固までの4日!日1、町民セン
ターで行います.

対離は満30歳以上町婦人てe受付 プロハνガス

( 8 ) 
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健
全
な
娯
楽
に
か
る
た
取
り
を

今
金
町
百
人
一
首
ク
ラ
ブ

--../ 

『
乙
女
向
姿
し
ば
し
』
と

朗
々
と
し
た
読
み
手
の
声
を
向

い
て
、
す
か
さ
ず
「
ハ

l
イ
〆

ド
ン
ド
ン
」
と
木
札
を
飛
ば
し

て
立
ち
上
が
る
掛
け
声
が
剛
甘
く
。

冬
休
み
中
、
各
家
庭
で
練
習
し

た
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
行

わ
れ
る
百
人

一
首
大
会
が
、
今
年

も

一
月
十
日
を
か
わ
き
り
に
総
合

体
育
館
で
聞
か
れ
て
い
る
(
写
真
)

こ
れ
ら
大
会
を
開
催
し
て
い
る
の

が
百
人
一
首
ク
ラ
ブ
(
会
長
本
国

一三

会
員
三
十
人
)
で
い
ず
れ

も
幼
い
時
か
ら
地
域
ぐ
る
み
で
木

札
を
取
り
合
っ
た
お
父
さ
ん
ば
か

り
、
最
近
は
各
町
対
抗
の
大
会
も

あ
り
年
一
回
は
遠
征
す
る
が
、
ま

ず
は
百
人

一
首
を
室
内
の
健
全
な

娯
楽
(
ス
ポ
ー
ツ
)
と
し
て
普
及

す
る
こ
と
を
霊
占
、
目
標
に
‘
毎
年

一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
附
、
子
ど

も
、
親
と
子
、
中
学
生
、

一
般
の

部
と
い
っ
た
大
会
を
順
次
聞
き
、

か
る
た
取
り
の
楽
し
き
を
町
民
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
意
気
盛
ん
だ
。

る 答 をい前と f寺町(のど 子う環せ t~ に題でを表んし 答 困るて数(

7-空会古毛2t坦Z4zカ:警毛布詩芸てZz 41とJKZ音坦
に般指い自たんな明。境と寒です周 1:場企tえ、 31るにおと草語五
よ的導か侶〈でん年 のと i既も。で必平会て申1魯態かりつ示
つにしつがにすで生 整も計いそき望書 ~科やべや度くま勉がら生
て計たこながぶすめ 備にゃうれるでをやりる 百は 、す強、、町
議算らうい手よけ女 とそ山に力すす型たタ科望親。さ理家女
力よでとで叱れの 利れ算で型がしる科いメ事まが せ科での
はいすい‘文ど子 用を し科た、うのもに典し手 れやも 子
的くで 。う 間章、で に illiJをよ的い図え宿町必‘くを ば社いで
に り しど、組姐官十す 努定用 要図あ貸 よ杢くす

三Tfをま長45五 2Z f ¥会 " 直撃;L 同官主ヵ:
射やそ点はむるら数 もな、 t町福甥鴇 往年せき かな見幻

を と自るすそ題つをつ 醤率五三三峰毒P'liで 下+線犬まてを訂Lうるつお的

荷受子主季語五室長3TE実 ~ fY.押J 需lJ Z号五九守主主fT;旨
丘とれい考をt):のみせていを 谷線 くとむq)てつ必る、すに

主主E君主まも号究うセ長老ZZEtカit zzz×五号 7量主主君主撃4E
校るてで怒っ答がて ttト心て。け舎、関つなえかで主コ|をヲをな、五t輩て
長こもすぴけがつい算すか計 必いに係てにるせ)尋ト式固め立る公の姐JtIl

。をた出いるにるら 算 要てつはいか|る必〈パを分でて訳式闘はぴ
でじ 味いたてなかだ 、す なみいとる。問 。要うや考のするでを係、る
酉すつ わもらいちかけ計る 部たてヲ条文わ なえ数えも・作す年を枕と

ま。; 立毛筆在一品zT主 201E1tま号 ?三ま号 C喜苦45長最与
那 内 るす:をずおに力てが 艶でめてな中い パ記下えすと祇主主て化るれ
寄 こ“やでよ間が答立 理き主主いにでる の号ににるし抗を f!l!すカて

( 9 ) 

質
問
コ
ー
ナ
ー



3
月
5

・6
日
に
納
税
相
談

所
得
税
・
贈
与
税
の
申
告
は
じ
ま
る

贈
与
税
の
申
告
は
二
月
一
日
か
ら
、

所
得
税
の
確
定
申
告
は
二
月
十
六
日
か

ら
一二
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

〈
所
得
税
の
答
疋
由
告
と
納
税
〉

所
得
税
は
、
個
人
が

一
年
間
に
得
た

所
得
に
応
じ
て
か
か
る
税
金
で
す
。
申

告
の
必
要
な
方
は
②
串
業
を
し
て
い
る

人
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
入
、
土
地
を

売
っ
た
人
な
ど
で
五
十
三
年
中
の
所
得

合
計
額
が
、

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
よ
り
多
い

人
②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が

一
千
万
円
を
超
え
る
人
や
二
ヵ
所
以
上

か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
入
、
給
与
以

外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
越
え
る
人
な

ど
で
す
。
ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
く

て
も
よ
い
サ
ラ
リ
マ
ン
で
も
、
雑
損

控
除
や
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除

な
ど
が
受
け
ら
れ
る
人
は
、
確
定
申
告

を
し
て
税
金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
は
二
月
十
六
目
前
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

申
告
書
を
舎
〈
と
き
に
は
、
申
告
書

に
同
封
さ
れ
て
い
る
「
申
告
書
の
容
さ

方
」
な
ど
の
説
明
啓
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
税
務
者
で
は
、
所
得
や
税
掘
削

内
計
算
方
法
、
申
告
書
の
書
き
方
な
ど

に
つ
い
て
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
な
お
、

=
一
月
五
六
日
に
今
金

町
役
場
で
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
の
で

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
白
を
提
出
す
る

と
個
人
事
業
税
、
住
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
〉

贈
与
税
は
、
個
人
が
財
産
を
も
ら
っ

た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。
五
十
三

年
中
に
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
合
計
額

が
、
基
礎
控
除
の
六
十
万
円
を
超
え
る

と
き
は
、
贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
に
あ
た
っ
て
財

産
の
評
価
傾
な
ど
不
明
な
古
、
は
八
雲
税

務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

納
税
期
限
は
い
ず
れ
も
三
月
十
五
日

で
す
か
句
早
め
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

-
昨
年
度
に
続
き
機
翫
訓
練
校
が
開
校

失
業
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
技
能
を
習

得
で
き
る
寸
短
期
機
動
訓
練
校
」
に
今
年
も

二
十
人
の
訓
練
生
が

一
月
十
一
日
揃
っ
て
入

校
(
写
真
)
三
月
下
旬
ま
で
の
=
手
月
間
、

高
美
町
会
館
で
建
築
型
枠
を
勉
強
す
る
。

=広級=

トヒ%クス

(10) 

/
 
-
に
ぎ
や
が
な
農
村
婦
人
文
化
祭

恒
例
の
股
協
婦
人
部
(
太
田
越
ミ
ネ

部
長
)
主
催
の
農
村
婦
人
文
化
祭
が
昨

年
十
二
月
、
今
金
劇
場
で
聞
か
れ
、
同
町

び
も
の
の
一
日
貯
金
抽
選
会
に

一
喜
一

優
し
た
あ
と
、
お
な
じ
み
の
演
芸
会
で

は
各
地
区
内
婦
人
部
が
趣
向
を
こ
ら
し

た
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
腹
踊
り
(
写
真
)
ま

で
飛
び
出
し
、
会
場
は
拍
手
と
爆
笑
の

連
続
で
に
ぎ
や
か
な

一
日
を
過
し
た
。
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